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市地域福祉計画・基本目標２ 

地域の中での支え合い、助け合いがある地域づくり 

・地域の課題把握と連携・協働による地域づくり 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅱ 

互いに支え合うつながりづくり 

・地区社会福祉協議会の組織化 
--------------------------------------------- 

評 価 

× 活動参加につなげる仕組みの強化が必要 

市地域福祉計画・基本目標１ 

地域の理解を深め、担い手を育てる地域づくり 

・『地域福祉フォーラム』による地域福祉への理解促進 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅰ 

地域を支える人づくり 

・『ボランティア学園』によるボランティアの養成 
--------------------------------------------- 

評 価 

○ 地域福祉の理解促進や担い手育成の継続化 

市地域福祉計画・基本目標３ 

いつまでも安心、安全に暮らせる地域づくり 

・生活支援コーディネーターの配置 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅲ 

誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり 

・地区社協による子育て・高齢者支援 
--------------------------------------------- 

評 価 

□ 様々な場所を活動拠点とする検討が必要 

 

市地域福祉計画・基本目標４ 

健康でずっといきいき暮らせる地域づくり 

・ICT オンライン診療の普及支援 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅲ 

誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり 

・介護予防などの支援 
--------------------------------------------- 

評 価 

○ 健康づくりによる健康寿命の向上の継続化 
 

市地域福祉計画・基本目標５ 

福祉サービスの充実した地域づくり 

・関係機関との連携による相談体制の強化 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅳ 

ふくしのネットワークづくり 

・総合生活支援事業の充実 
--------------------------------------------- 

評 価 

□ 地域における相談体制の在り方の検討が必要 

 

 

誰もが安心して暮らせるよう 

地域で支え合うあいづわかまつ  
【市地域福祉計画】 

---------------- 基本理念 ---------------- 
一人ひとりが思いやり 

みんなで支え合うあいづわかまつ  
【社会福祉協議会地域福祉活動計画】 

 

市地域福祉計画・重点的な取組 

・地域福祉活動の基盤となる地域の仕組みづくりの推進 

・災害時避難行動要支援者に対する日常的な見守り体制 

・生活困窮者自立支援の取り組み 

 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・重点事業 

・地区社会福祉協議会の設立・運営支援 

・身近な相談窓口の開設 

・地域支援コーディネーターの育成・配置 

・多様なネットワークの構築 

 
評価の記号について 

○…高評価・継続が必要 ×…低評価・取組の強化・変更が必要 □…意見 
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基本理念「誰もが安心して暮らせるよう地域で支え合うあいづわかまつ」 

基本目標１ 地域福祉の理解を深め、担い手を育てる地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 
＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

地
域
福
祉
の
理
解
促
進
及
び
福
祉
の
心
の
育
成 

○地域との懇談会、講

演会や勉強会等の開

催等、地域福祉への

理解促進につながる

取組を実施します。 

 

○『あいづわかまつ地域

福祉を考えるフォーラ

ム』において、地域で

支えることで社会復帰

につなげることをテー

マに講演会を実施し、

地域福祉の理解を深め

ました。 

演題 ひきこもり支

援と就職困難者の

社会復帰に向けて 

講師 NPO 法人若者

就職支援協会 

黒沢 一樹 氏 

参加者 180名 

 

○市民の福祉

意識の向上

のため、各

種取組を推

進します。 

 

○市と『あいづわかまつ

地域福祉を考えるフ

オーラム』を開催し、

地域福祉の理解普及

に努めました。 

○地域ケア会議（協議

体）やミニケア会議等

（以下「地域ケア会議

等」という。）におい

て、地域住民や区長、

民生委員・児童委員

（以下「民生委員」）等

に『地区社会福祉協議

会』（以下、「地区社協」

という。）の組織化を

働きかけ、湊地区・河

東地区に設立されま

した。 

 

○地域福祉についての理

解に努めます。（市民） 

○地域社会を構成してい

る一人であることを意

識します。（市民） 

○地域の生活課題・福祉課

題について意識します。

（地域の各種団体） 

○課題の解決に向けて、可

能な範囲で自助の取組

を行います。（地域の各

種団体） 

○地域福祉やノーマライ

ゼーション等に関する

意識啓発に協力するこ

とや、従業員が地域活動

やボランティア活動に

参加することへの理解

を深めることに努めま

す。（民間事業者、福祉サ

ービス事業者等） 

○地域ごとにその地域

生活課題にあった講

演会や勉強会を開く

ことで、地域の盛り

上がりにつながる。 

○課題解決に向けて、

ほかの地域において

成果のあった取組を

まねるところから始

めたい。成功事例の

紹介をしてほしい。 

○学校教育の中でみん

なが協力する必要性

を教える必要があ

る。 

※ 地域福祉活動の実態調査結果 …… 地域ケア会議（協議会）やミニケア会議、出前講座など地域に出向いたときに、参加者から寄せられた意見。 

地域ケア会議（協議体）……地域住民等が、支援のネットワーク構築と、地域生活課題の共有・解決に向けて協議等を行う。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○他地域における地域

活動の事例等を市民

に紹介していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○町内会の行う住みよい

まちづくりに向けた取

組事例をホームページ

や『区長会報』にて紹

介しました。 

○地域福祉活動の取組事

例を SNS により紹介し

ました。 

○『介護予防講演会』を

開催し、他の地域にお

ける『ふれあい・いき

いきサロン』の取組を

紹介しました。 

演題：「いつまでも元

気でいるために」 

～フレイル予防～ 

講師：会津大学短期

大学部 渡部琢也

氏 

参加者 101名  
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○教育機関や社会福祉

協議会（以下「社協」

という。）との連携

や、出前講座の実施

等の取組等により、

福祉の教育の推進や

生涯学習の機会づく

りに努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域における学習ニー

ズに対応するため、『地

域教育コーディネータ

ー』の派遣を行いまし

た。 

派遣数 104ヶ所  

参加者 2,603人 

○職員が地域に出向き、

市の取組について講

義・説明を行う『生涯

学習出前講座』を実施

し、地域福祉などの啓

発に努めました。 

派遣数 168ヶ所  

参加者 4,932人 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

地
域
活
動
の
担
い
手
の
育
成
と
人
材
育
成
へ
の
支
援 

○市民公益活動に係る

情報の発信及びＮＰ

Ｏ法人等への活動の

支援を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域活動を行う団体

や社協との協力のも

と、地域活動の担い

手やリーダーとなり

うる人材の育成に努

めていきます。 

 

 

○地域課題の解決や市民

サービスの向上等に関

する活動や起業を検討

しているや行っている

団体等を支援するた

め、専門的知識を有す

る NPO 法人がアドバイ

スを行う『市民活動・

ソーシャルベンチャー

相談窓口』を設置しま

した。 

○NPO 相互のネットワー

クづくりと NPO の活動

を支援する中間支援機

能の構築を目的とする

『NPO Links あいづ』

の活動を支援しまし

た。 

 

○学校ボランティアを対

象に『学校図書館ボラン

ティア養成講座』を開催

し、学校図書館で活動で

きるボランティアを養

成しました。 

〔延べ 70名参加〕 

 

○地域活動の

リーダーの

育成や、地

域活動の担

い手育成に

つながるよ

うな取組を

推 進 し ま

す。 

○会津若松市ボランテ

ィア学園（以下「ボラ

ンティア学園」とい

う。）を開催し、ボラン

ティアの育成のほか、

『ボランティア学園』

を通じた情報発信や

相談窓口の充実を行

いました。 

受講者    93名 

受講講座  7講座 

 

 

○町内会等の活動につい

て関心を高めます。（市

民） 

○市民公益活動団体やそ

の活動等についての関

心を高めます。（市民） 

○地域の行事や催事等に

可能な範囲で参加する

努力をします。（市民） 

○多くの住民の関心を高

め、参加できるような運

営に日頃から努めます。

（地域の各種団体） 

○幅広い世代の交流促進

につながるような機会

の創出に努めます。（地

域の各種団体） 

○町内会等の行事や運営

への協力を通じて、従業

員の地域活動への参加

意識を高めるように努

めます。（民間事業者、福

祉サービス事業者等） 

 

○町内会運営を区長一

人に任せていたら、

区長が辞めたあとに

運営に詳しい人がい

ないため苦労した。

多くの住民が運営に

参加する仕組みをつ

くることが必要であ

る。 

○気力や体力の増進の

ために行く『ふれあ

い・いきいきサロン』

に加齢のよる体力低

下で行けなくなって

いる人が多い。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○サロン活動等の地域

福祉の基盤となる活動

についてのさらなる周

知・広報を行うととも

に、必要な支援を行っ

ていきます。 

○『生涯学習支援者講

座』、『地域で育むボラン

ティア養成講座』を開催

し、地域活動等に主体的

に取り組む人材の育成

を図りました。 

生涯学習支援者講座 

25名参加 

ボランティア養成講座 

16名参加 

 

○地域ケア会議等におい

て、地域の中で活動す

る『ふれあい・いきい

きサロン』のを紹介し

ました。 

○社協や地域包括支援セ

ンターとの連携を図

り、『ふれあい・いきい

きサロン』の設立や活

動の支援、参加に向け

たＰＲに取り組みまし

た。 

 

 

 

 

○高齢者やボランティ

アが身近な地域で仲

間づくり、生きがいづ

くりを行う『ふれあ

い・いきいきサロン』

の活動に助成金の交

付と職員の派遣を行

い、活動の支援に取り

組みました。 

また、活動団体の『ふ

れあい・いきいきサロ

ン交流会』開催し、活

動の推進に取り組み

ました。 

開催箇所 119箇所 

支援回数  82回 

 

交流会 

令和元年 12月 5日 

    47名参加 

 

 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すような

働きかけなど、地域貢献

につながる取組に努め

ます。（民間事業者、福祉

サービス事業者等） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

３ 

若
者
が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り 

○若者のおかれている

生活状況やニーズ等

の把握を行うための

アンケート調査や懇

談等を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

○大学、企業・事業所、

社会福祉関係団体等

との協力のもと、若

者が地域の中で自然

環境や伝統文化にふ

れる活動、ボランテ

ィア活動に参加しや

すい環境づくりを進

めます。 

○若者が主体的な人生を

実現させることができ

るよう支援するため、

大学生等を対象に、仕

事・結婚・出産・子育て

などについて考える

『ライフデザインセミ

ナー』を、会津大学短

期大学部の協力を得て

開催しました。 

〔26名参加〕 

 

○会津大学や会津高校等

と連携し、図書館等を

活用した探究学習講座

『あいづまちなかキャ

ンパス』を実施しまし

た。〔延べ 58名参加〕 

 

 

 

○若い世代の

ボランティ

ア活動に対

する理解を

深め、参加

につながる

ような取組

を積極的に

推 進 し ま

す。 

○小・中学生が障がい者

の疑似体験等から福

祉について考える『出

前福祉体験教室』をボ

ランティア団体等と

連携により実施し、福

祉教育の推進に取り

組みました。 

〔実施 25回〕 

 

○高校生・専門学校生・

大学生を対象に、『自

分発見ボランティア

事業』を実施。福祉施

設との連携を図り、ボ

ランティア活動を通

して、福祉意識の醸成

に取り組みました。 

協力施設 30施設 

参加者数 70名 

○地域の催事や行事に子

どもや家族を誘って一

緒に参加するよう努め

ます。（市民） 

○地域活動に取り組む市

民は、子どもたちを誘

い、活動を知ってもらう

機会をつくることに努

めます。（市民） 

○学校等が取り組む地域

との交流活動等に協力

します。（市民） 

○子どもから高齢者まで

の多様な世代が参加し、

交流できる催事や行事

の企画運営に努めます。 

○活動に参加する機会が

限られている学生や勤

労者に対し、回覧板等を

活用し、地域の運営や活

動に関する情報を継続

的に発信するなど、地域

の情報から隔離しない

ように努めます。（地域

の各種団体） 

 

 

○少子化により昔と比

較し若者の人数が減

っている。若者だけ

に任せるのは難しい

と思う。 

○災害ボランティアに

は多くの若者が参加

している。ボランテ

ィアに興味を持つ若

者は多いので、アプ

ローチ次第ではない

か。 

○町内会活動に若者が

参加しやすくなるよ

う子どもが参加でき

る行事を増やした。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○若者が地域活動に参

加しやすくなるよう

な職場環境づくりに

向けて、企業や事業

所等に働きかけを行

います。 

 

○区長会と連携し、若者

の町内会活動への参加

に向けて、町内会への

加入促進に向けて取り

組みました。 

○会津若松商工会議所な

どの経済団体を通じ、

地域福祉活動への企業

の参加や、従業員が参

加しやすい職場環境づ

くりを要請しました。 

 

  ○町内会等の行事や運営

に対する協力を通じて、

従業員の地域活動への

参加意識を高めるよう

に努めます。（民間・福祉

サービス事業者等） 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すように

働きかけるなど、地域貢

献に繋がる取組に努め

ます。（民間事業者、福祉

サービス事業者等） 

 

 

基本目標１に係る評価 

（令和元年度） 

地域福祉活動は、地域住民や各種団体、福祉サービス事業者など多様な主体による活動となることから『あいづわかまつ

地域福祉を考えるフォーラム』など地域福祉の理解を広げるための啓発活動、『ボランティア学園』や『生涯学習支援者講

座』をはじめとした人材育成に引き続き取り組んでいただきたい。 

人材育成にあたっては、担い手など育成にとどまらず、講座の修了者と支援を必要としている人がつながる仕組みづくり

も重要と考える。講座の修了者等が活動につながる取組が必要と考える。 

幼少期からの福祉教育は、現在社協により『出前福祉体験教室』が行われているが、地域福祉を考えるアンケート結果か

らも期待が高いことから、今後の取組の強化を期待する。 

『地区社協』が昨年に引き続き組織化に至ったことは評価できる。『地区社協』は、地域福祉活動の拠点となる重要な組

織であることから、『地区社協』の組織化に向けた地域福祉への理解促進に引き続き努められたい。 
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基本目標２ 地域の中での支え合い、助け合いがある地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加
の
促
進 

○地域福祉活動に取り

組む体制が十分でな

い地域への支援を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○既に実践されている

地域活動の事例等を

市民に紹介していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

○公園や緑地などの美化

緑化活動を行う『公園

等緑化愛護会』の活動

支援と未結成地区への

働きかけを行いまし

た。 

○支え合いに向けた多世

代の集まれる身近な居

場所づくりとして『今

和泉たまご事業』を町

内会と協働で取り組み

ました。〔新規〕 

 

○より多くの住民が町内

会に加入することで地

域福祉活動につながる

よう、町内会に加入し

やすい環境づくりの取

組を紹介しました。 

○『介護予防講演会』を

開催し、他の地域にお

ける『ふれあい・いき

いきサロン』の取組を

紹介しました。〔再掲〕 

 

○地域福祉活

動の推進に

つながるよ

う、取組を

進めます。 

○認知症カフェ『俺ん家

カフェ』を開き、認知

症患者とその家族の

居場所づくりを支援

しました。 

○『ボランティア学園』

や『出前福祉体験教

室』等を開催し、地域

福祉活動の推進につ

ながる人材の育成に

取り組みました。〔再

掲〕 

○高齢者やボランティ

アが身近な地域で仲

間づくり、生きがいづ

くりを行う『ふれあい

いきいきサロン』の活

動の推進に取り組み

ました。〔再掲〕 

○町内会等の地域活動団

体に加入します。（市民） 

○自らが生活する地域の

生活課題等について日

頃から意識します。（市

民） 

○地域の催事や行事等に

可能な範囲で参加する

ことに努めます。（市民） 

○地域の課題を解決する

ために、地域で行えるこ

とを皆で考えます。（地

域の各種団体） 

○地域の力で取り組める

ことから行動に移す努

力をします。（地域の各

種団体） 

○他地域の取組への関心

を高め、情報収集に努め

ます。（地域の各種団体） 

 

○町内会の活動を知っ

てもらうよう、町内

会の広報紙を毎月配

付している。 

○個人情報保護の意識

の高まりにより、町

内会にどのような人

が住んでいるか把握

が難しい状況にな

り、地域福祉活動に

支障になることがあ

る。 

○地域の活動に向けて

住民の機運を高める

ために、地区ごとに

講演会を行ってほし

い。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○地域との懇談会、講

演会や勉強会等の開

催等、地域福祉活動

への参加意識を高め

るための取組を実施

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域ケア会議等に参加

し、地域の多様な担い

手との、地域生活課題

の把握や地域福祉への

理解促進、課題解決に

向けた仕組みづくりの

推進に努めました。 

○地域福祉活動への参加

意識の向上を目指し、

一箕地区の地域共生社

会の実現に取り組む勉

強会『おらがのまちづ

くり』を共同で開催し

ました。 

講師 認知症介護研

究・研修東京セン

ター 佐藤信人 氏 

参加者 90名 

○『地域づくり教室』を

開催し、地域生活課題

の共有や地域住民と公

民館が協働して取り組

む課題解決に向けた仕

組みづくりについて話

合いを行いました。 

 

 

  ○町内会等の行事や運営

に対する協力を通じて、

従業員の地域活動への

参加意識を高めるよう

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業者

等） 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すように

働きかけるなど、地域貢

献につながる取組に努

めます。（民間事業者、福

祉サービス事業者等） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○勤労者が地域活動に

参加しやすくなるよ

うな職場環境づくり

に向けて、企業や事

業所等に働きかけを

行います。 

○経済団体を通じ、地域

福祉活動への企業の参

加や、従業員が参加し

やすい職場環境づくり

を要請しました。〔再

掲〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

市
民
協
働
に
よ
る
取
組
の
推
進 

○市民協働による取組

が広がるよう、市民

への理解促進や情報

提供を図っていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市民協働による取組

が推進されるよう地

域の多様な担い手と

市のネットワーク構

築に努めます。 

○地域ケア会議等に参加

し、地域福祉の理解促

進に努めました。〔再

掲〕 

○市民公益活動団体との

協働により地域課題の

解決などに取り組む

『行政提案型協働モデ

ル事業』を実施しまし

た。 

・地域共生による、

より身近な居場所

づくり 

・公園の新たな魅力

づくりと管理運営

方策 

・認知症サポーター

の活用に向けた方

策検討 

 

○社協と連携し、地域福

祉の理解促進に努め地

区社協の組織化を図る

とともに、地区社協の

活動の支援に取り組み

ました。 

 

○地域住民同

士が協力し

て行う活動

の継続や、

充実・強化

が図られる

ような支援

の取組を推

進します。 

○要援護世帯に対する

除雪ボランティア活

動を支援するため、町

内会単位の『地域ぐる

み 除 雪 ボ ラ ン テ ィ

ア』、企業等の『スノー

バスターズ』の組織化

を推進しました。 

地域ぐるみ 

除雪ボランティア 

組織数 85地区 

登録者数 747名 

除雪回数 338回 

間口回数 291回 

スノーバスターズ 

登録者数 219人 

 

○自分が住む地域のＮＰ

Ｏ法人等の活動などへ

の理解に努めます。（市

民） 

○知識や能力を地域のた

めに活かせる機会がな

いかを意識します。（市

民） 

○困ったことを解決する

ために、自らができる範

囲から取り組むことに

努めます。（市民） 

○困ったことについて、問

題意識を共有できる人

が近くにいないか探し

てみます。（市民） 

○課題の解決に向け、他地

域の取組等の情報に関

心を高めます。（地域の

各種団体） 

○課題の解決に向け、地域

として何ができるかを

住民同士で一緒に考え

てみます。（地域の各種

団体） 

 

 

○地域ケア会議等は、

事業者が地域住民や

各種団体と話し合え

る場なので、出席す

ることができよかっ

た。 

○地域の企業が、清掃

活動のボランティア

や企業の敷地内にベ

ンチを設置し開放す

るなど地域福祉活動

に積極的に取り組ん

でいる。 

○ボランティア学園の

卒業者が地域での活

動につながるような

仕組みづくりを進め

てほしい。 

○事業者として社会貢

献活動をしたいが地

域との接点がない。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 ○北会津地区、河東地区

の「地域づくり委員会」

の活動を支援し、事業

の実施や地域内交通の

運行に向けた各種検討

等、連携・協働による

地域づくり活動に取り

組みました。 

○若松第三地域包括支援

センターを支援し、地

域の事業者の連携によ

る高齢者の見守り活動

を行う門田・大戸地区

見守り協議会『Sun3ネ

ット』の設立につなげ

ました。 

○専門職ケア会議におい

て、社会福祉法人の「地

域における公益的な取

組」の啓発を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

○地区社協『東山・人と

地域をつなぐ会』にお

いて、東山小の伝統行

事体験授業の支援を

行いました。〔新規〕 

○地区社協『みんなと湊

まちづくりネットワ

ーク』においては、湊

小が行う猪苗代湖の

水を守る活動等の支

援を行いました。 

○地区社協『北会津ふれ

あいネットワーク』に

おいて、会津美里町包

括支援センターと共

同で行った『ＳＯＳ認

知症模擬訓練』を支援

しました。また、地区

社協『河東ふれあいネ

ットワーク』におい

て、『ＳＯＳ認知症模

擬訓練講習会』を開催

しました。〔新規〕 

○課題の解決に向け、可能

な範囲から取り組むよ

う努めます。（地域の各

種団体） 

○町内会等の行事や運営

に対する協力を通じて、

従業員の地域活動への

参加意識を高めるよう

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業者

等） 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すように

働きかけるなど、地域貢

献につながる取組に努

めます。（民間事業者、福

祉サービス事業者等） 
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基本目標２に係る評価 

（令和元年度） 

『公園等緑化愛護会』や『地域ぐるみ除雪ボランティア』は、支え合い活動に積極的に取り組む地域において中心的な活

動になっていることが多い。市や社協は、この取組が広がるよう引き続き働きかけに努めるとともに、次の支え合い活動に

つなげられたい。 

地域福祉活動へより多くの人の参加につなげるには、『ボランティア学園』の卒業生をはじめとする様々講座の修了者と

支援を必要としている人がつながれる仕組みづくりが重要と考える。市民からは『ボランティア学園』の卒業者が地域福祉

活動につなげる仕組みづくりの構築を求める意見もある。社協は、ボランティアセンターのマッチング機能の強化と活動の

広報活動に取り組まれたい。 

市民の地域生活課題解決への意識が高まりつつあることから、取組事例の紹介や体制づくりに向けて情報提供の充実を

図り、地域住民による課題解決の取組を推進されたい。 

『地区社協』が学校と連携した活動に取り組んだことは評価できる。社協は、引き続き『地区社協』が地域の幅広い人を

対象とした活動に取り組めるよう支援に努められたい。 

社会福祉法人の行う「地域における公益的な取組」が地域のニーズを捉えた取組がなされるよう支援に努められたい。 

新型コロナウイルス感染症に伴い「新しい生活様式」が国から示されたことから、それを踏まえた見守り体制の構築に努

めていただきたい。 
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基本目標３ いつまでも安心、安全に暮らせる地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

地
域
の
活
動
拠
点
づ
く
り 

○地域の活動拠点とな

っている公民館やコ

ミュニティセンター

（以下「コミセン」と

いう。）等の公共施設

の利用促進を図ると

ともに、地域の自治

会館や集会所等の地

域の活動拠点の整備

に係る助成事業等の

情報提供を行いま

す。 

 

 

 

○地域の活動拠点で行

われる老人クラブや

サロン活動等への参

加促進につながる情

報提供を行っていき

ます。 

○町内会の集会場に対す

る固定資産税を減免す

るほか、社協による『空

き家等を活用した支え

合い拠点認定制度』の

支援を行いました。 

○公民館を拠点とし、憩

いの場として気軽に集

える仕組みづくりと地

域コミュニティの活性

化を目的に『地域交流

館～ひがしカフェ～』、

『大戸お元気倶楽部』

を開催しました。 

 

○『介護予防講演会』や

地域ケア会議等におい

て地域における『ふれ

あい・いきいきサロン』

地域サロンの活動を紹

介しました。〔再掲〕 

 

○地域の活動

拠点の積極

的な利活用

が図られる

よう、集い

の場の充実

支援及び、

サロン活動

等の新設に

向けた支援

を推進しま

す。 

○『ふれあい・いきいき

サロン』の活動支援及

び新設に向けた案内

を行い、地域における

活動拠点、交流拠点づ

くりに取り組みまし

た。〔再掲〕 

令和元年度  107件 

↓ 

令和２年度  119件 

○空き家等を活用した

支え合い拠点認定制

度の実施を行いまし

た。〔継続１件〕 

○認知症カフェ『俺ん家

カフェ』を開催しまし

た。〔再掲〕 

 

○地域の活動拠点となる

施設について把握する

とともに、利活用に努め

ます。（市民） 

○地域の活動拠点で行う

交流促進のためのサロ

ン活動や催事等に積極

的に参加するよう努め

ます。（市民） 

○市域の公民館、コミセ

ン、自治会館、集会所等

の地域の活動拠点とな

る施設を活用し、住民同

士の交流促進のための

拠点づくりに努めます。

（地域の各種団体） 

○地域の活動拠点で行わ

れている催事等への協

力を行うなど、地域貢献

活動の取組に努めてい

きます。（民間事業者、福

祉サービス事業者等） 

 

 

 

○近所の各世代の人が

ベンチに集まり話し

ている。『ふれあい・

いきいきサロン』を

始めるのが難しいと

ころは、ベンチを置

くことから始めてみ

てはいいのではない

か。 

○催事等の開催に当た

り担い手が不足する

のならば、近隣の町

内会が協力し協働で

行うようにすればよ

いのではないか。 

○地域の企業として、

『ふれあい・いきい

きサロン』のための

施設貸出、講師の派

遣などを行ってい

る。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
見
守
り
等
の
日
常
的
な
支
援 

○地域や関係機関との

連携を図り、災害時

避難行動要支援者の

的確な状況把握に努

めるとともに、支援

のあり方や地域にお

ける支え合いの仕組

みづくりを進めてい

きます。 

○災害時避難行動要支援

者の近隣支援者や緊急

時連絡先などの情報を

収集し、名簿を作成す

るとともに、避難支援

等関係者（警察署、消

防署、町内会、民生委

員等）へ名簿の提供を

行いました。 

○地域ケア会議におい

て、地域防災の研修や

災害に備えた日々の取

組、活動に向けての課

題等について話し合い

を行いました。 

 

 

○地域住民が

行う災害時

避難行動要

支援者への

日頃からの

見守り活動

等の取組へ

の支援を行

います。 

 

○地区民生児童委員協

議会が行う『一人暮ら

し高齢者会食会事業』

に対する助成金の交

付や、高齢者の交流の

場である『ふれあいひ

ろば』事業の実施、『す

みれ会』への活動支援

など、相互交流を推進

することで日常的な

見守り体制の強化を

図りました。 

 

高齢者会食会 

開催：7地区 

ふれあいひろば 

開催：11回 

参加：120名 

すみれ会 

開催：5日 

参加：93名 

 

 

○近所の災害時避難行動

要支援者世帯の有無を

意識します。（市民） 

○地域の民生委員や高齢

者福祉相談員等の把握

に日頃から努めます。

（市民） 

○日頃からの見守り活動

を通して、住民同士の交

流を深め、災害時に要支

援者への必要な支援が

行えるような関係づく

りに努めます。（地域の

各種団体） 

○町内会、民生委員、高齢

者福祉相談員、その他の

地域活動団体間の協力

体制づくりに日頃から

努めます。（地域の各種

団体） 

○町内会等の行事や運営

に対する協力を通じて、

従業員の地域活動への

参加意識を高めるよう

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業

者） 

○災害時避難行動要支

援者に対する支援体

制を構築する必要性

を感じているが、地

域のみでの構築は難

しいことから、市の

支援をお願いした

い。 

○「令和元年東日本台

風」では、避難勧告

が発令されたので、

避難行動要支援者を

避難所へ送った。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

  ○地域住民に

よるボラン

ティア活動

への理解促

進や参加促

進につなが

るような取

組を推進し

ます。 

○『ふれあい・いきいき

サロン』活動や『地域

ぐるみ除雪ボランテ

ィア』活動を通し、地

域の見守り・支え合い

活動の取組を支援し

ました。〔再掲〕 

○『ボランティア学園』

等を開催し、ボランテ

ィアへの理解促進と

人材の育成に取り組

みました。〔再掲〕 

 

 

 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すような

働きかけなど、地域貢献

につながる取組に努め

ます。（民間事業者、福祉

サービス事業者） 

○日常の業務に合わせた

見守り活動等への協力

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業者

等） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

３ 

生
活
支
援
に
係
る
情
報
提
供
体
制
の
充
実 

○生活支援に係る情報

について、市民が理

解しやすい情報提供

に取り組みます。 

 

 

 

 

○生活で困ったときの

相談窓口（地域包括

支援センターや民生

委員等）について、効

果的な広報による地

域住民の理解促進に

努めます。 

○「市政だより」やホー

ムページ、『生活サポー

ト相談窓口』のパンフ

レット、冊子などのほ

か、民生委員等を通し

て、生活支援情報の提

供を図りました。 

 

○孤立死防止等リーフレ

ット『地域の見守りが

孤立死を防ぎます』を

連携事業所や民生委員

を通じて配布し、様々

な相談支援窓口につい

て広報しました。 

○『１日民生委員』や街

頭キャンペーンを行

い、民生委員・児童委

員の活動への理解促進

を図りました。 

 

○ホームペー

ジの充実や

社協だより

の活用等に

より、生活

支援に係る

相談先や支

援制度等に

ついての情

報提供を進

めていきま

す。 

○ 社 協 の 組

織、役割、取

組について

の情報発信

に努め、市

民の理解促

進を図って

いきます。 

 

 

 

 

○「社協だより」やホー

ムページに生活支援

に係る情報特集ペー

ジを掲載し、分かりや

すい広報に努めまし

た。 

 

 

 

 

 

 

○「社協だより」の発行、

ホームページの随時

更新、フェイスブック

の開設など、情報発信

力の強化を図り、事業

内容の理解促進に取

り組みました。 

 

○市政だよりや市のホー

ムページ、町内会からの

回覧板等に日頃から目

を通すなど、自分や周り

の人に必要となる情報

の取得に努めます。（市

民） 

○回覧板による周知や、地

域の活動拠点への掲示

等により、住民に必要な

情報をわかりやすい形

で伝えることに努めま

す。（地域の各種団体） 

○利用可能な福祉サービ

スについて、利用者への

周知に努めます。（福祉

サービス事業者） 

 

○パンフレットは、説

明しながら渡しやす

いので情報の伝達に

は助かる。 

○パンフレットは受け

取る機会が少ないの

で、市は、インター

ネットを活用した情

報発信を強化しても

らいたい。 

○市は、インターネッ

トを利用できない人

に配慮した情報発信

を行ってほしい。 

○町内会の活動を知っ

てもらえるよう、町

内会の広報紙を毎月

配付している。〔再

掲〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

４ 

子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り 

○子どもを安心して産

み育てられる環境づ

くりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子育てに携わる人材

を育成します。 

 

○「青少年育成市民会議」

や「子ども会育成会」

等と協働して、家庭・

学校・地域が連携して

子ども達の健全育成に

取り組みました。 

○地域社会の中で放課後

の児童の居場所づくり

として『放課後子ども

教室』を実施しました。 

○子育て支援のため親子

のふれあい活動として

『ぴかりん子育てクラ

ブ』を実施しました。 

 

○『読み聞かせ講座』の

受講者に『子ども読書

活動支援ボランティ

ア』への登録を促すこ

とで、ボランティアの

育成と活動の場を提供

しました。 

参加者   16名 

新規登録者 3名 

 

○子育てに携

わる団体へ

の支援や、

サービス提

供体制が十

分でない地

域に対する

子育て支援

に積極的に

取り組んで

いきます。 

○地区社協の『東山・人

と地域をつなぐ会』や

『みんなと湊まちづ

くりネットワーク』に

おいては、小学校の活

動支援に取り組みま

した。〔一部新規・再

掲〕 

○「湊こどもクラブ」の

運営を受託し、湊小学

校との連携をはじめ、

地域の高齢者との交

流、湊公民館行事への

参加など地域に密着

した子育て支援活動

を行いました。 

○NPO 法人寺子屋方丈舎

が主催するこども食

堂運営会議に出席す

るなど、子どもの居場

所づくり活動を支援

しました。 

○子どもや子育て世代に

ついての理解に努め、隣

近所で子育てを行いや

すい環境づくりに配慮

します。（市民） 

○日頃から地域における

民生委員・主任児童委員

を把握します。（市民） 

○子どもや子育て世代と

の交流の場をつくり、子

育ての孤立化を防ぐこ

とに努めます。（地域の

各種団体） 

○子育てに不安を抱える

家庭について、市や民生

委員・主任児童委員に相

談又は情報提供を行い

ます。（地域の各種団体） 

○子育ての支援をした

いと考えているが、

子育て世代と接点が

なく始めることが難

しい。 

○子どもが少なく、高

齢者は多くいるの

で、高齢者が子育て

を手伝いたい。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 

 

 

 

 

○子育てに関する支

援、相談体制のさら

なる充実を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○共働き、ひとり親家

庭等が自立して生活

できるために必要な

支援を行います。 

○こどもクラブの支援員

を対象に研修会を行

い、保育 養育支援の質

の向上に努めました。 

 

○安心して子どもを産

み・育てられるよう、

『子育て世代包括支援

センター』において、

妊娠初期から子育て時

期を通じた相談や支援

を行いました。 

○保育所、認定こども園

等で子育てに関する相

談や子育て家庭等の交

流の場を提供する『地

域子育て支援事業』を

実施しました。 

 

○保護者が就労等により

放課後家庭にいない児

童小学生を対象とした

『放課後児童クラブ』

（こどもクラブ）を設

置し、児童の健全な育

成に努めました。 

〔23箇所 50クラス〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

５ 

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り 

○高齢者が可能な限り

住み慣れた地域でそ

の人らしい生活が続

けられるよう、「地域

包括ケアシステム」

の構築を目指しま

す。 

 

 

○全市及び各地域に『協

議体』の設置と『生活

支援コーディネータ

ー』の配置を行い、生

活支援体制の整備を推

進しました。〔拡充〕 

○地域住民主体による地

区敬老会を開催し、地

域住民の高齢者福祉へ

の関心と理解を深める

とともに、高齢者自ら

が生活の向上意欲を高

める機会なりました。 

○地域の医療・福祉の専

門職による『ふれあい・

いきいきサロン』であ

る『えるだぁカフェ』

の設立を支援しまし

た。〔新規〕 

○健康維持と生きがいづ

くりを目的に『いきい

き健康教室』、『いきい

き趣味教室』を開催し

ました。 

健康教室参加 51名 

趣味教室参加 85名 

○地域住民が

取り組む見

守り活動の

支援や、高

齢者の生き

がいづくり

の活動等へ

の支援を図

っていきま

す。 

 

○地域活動の

リーダー養

成の取組を

推 進 し ま

す。 

 

 

 

○「老人福祉センター希

らら」において、多様

な講座の開催やクラ

ブ活動、カラオケ発表

会等のイベント開催

し、高齢者の交流と健

康・教養の増進を図り

ました。 

 

 

 

○『ボランティア学園』 

 地域ボランティア 

養成学科を設け、地域 

 リーダーとして活動 

 のすそ野を広げる取 

 り組みを行いました。 

 

 

○生きがいづくりや社会

参加の促進について関

心を高め、元気で生きが

いを持って生活するこ

とを目指します。（市民） 

○孤立死等の防止のため、

高齢者同士の交流や支

え合いの必要性を意識

します。（市民） 

○地域の活動拠点で行わ

れる集いの場等に積極

的に参加します。（市民） 

○介護予防についての理

解を深め、積極的な取組

に努めます。（市民） 

○地域内で健康教室等を

開催し、健康づくりに努

めます。（地域の各種団

体） 

○在宅の高齢者世帯に対

する関心を持ち、見守り

や支援を行います。（地

域の各種団体） 

○何度注意をしても正

しくごみを捨てられ

ない認知症の高齢者

を、地域の課題と考

え市と地域包括支援

センターと相談し

た。結果、地域の人

がもう少しだけ見守

り・支援を行えば解

決することに気が付

いた。 

○『ふれあい・いきい

きサロン』や買物など

で送迎のボランティ

アの希望は多いが、事

故が起きたことを考

えると難しい。 



会津若松市地域福祉計画・社会福祉法人会津若松市社会福祉協議会地域福祉活動計画評価シート 

 

- 22 - 

 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○民生委員との連携や

孤立死防止等ネット

ワークの充実・強化

により、地域に根差

した高齢者の見守り

体制を図っていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢者の見守り活動を

行う門田・大戸地区見

守り協議会『Sun3ネッ

ト』の設立を支援しま

した。〔再掲〕 

○民生委員や高齢者福祉

相談員との連携、『孤立

死防止等ネットワー

ク』の充実・強化によ

り、地域に根差した高

齢者の見守りを行いま

した。 

 

○高齢者の地

域生活を支

援していき

ます。 

○高齢者が地域で継続

して生活ができるよ

う、『認知症サポータ

ー養成講座』の開催、

地域包括支援センタ

ーと連携し、介護予防

に関する運動や知識

の普及・啓発を行いま

した。 

○『北会津ふれあいネッ

トワーク』、『河東ふれ

あいネットワーク』に

おいて、『SOS認知症模

擬訓練』等を行いまし

た。〔新規・再掲〕 

○『ふれあい・いきいき

サロン活動』や『地域

ぐるみ除雪ボランテ

ィア』の推進、地区社

協の組織化など、地域

での支え合い活動の

強化に取り組みまし

た。〔再掲〕 

 

○高齢者の行事（敬老会・

老人会・サロン活動等）

のために、地域の自治会

館や集会場等の活動拠

点を開放します。（地域

の各種団体） 

○従業員が退職後に地域

づくりやボランティア

活動等に参加し、地域貢

献に従事していただけ

るような意識啓発に努

めます。（民間事業者） 

○高齢者が利用しやすい

よう福祉サービスの情

報発信に努めます。（福

祉サービス事業者） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○地域との連携を深

め、ボランティアなど

を含む多様な主体によ

る支援の拡大など、生

活支援の充実を図りま

す。 

 

○地域住民の支え合いに

より安心して暮らせる

まちづくりを目指し、

社協と連携し『地域支

援ネットワークボラン

ティア事業』を展開し

ました。 

○社協による『ボランテ

ィア学園』の運営の支

援を行いました。 

 ○『ヤクルト愛の訪問活

動』や『電気点検・清

掃ボランティア』とい

った企業の社会貢献

活動を民生委員の協

力のもと、連絡調整等

の支援を行いました。 

愛の訪問活動 

699名利用 

電気点検・清掃 

 9世帯 

 

○北会津地区において、

高齢者等が急病時に

救急隊員に急病人の

病状等が伝わること

で早急な措置につな

がるよう、『あんしん

バトン』配布事業に取

り組みました。 

〔新規 9件〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

６ 

障
が
い
者
（
児
）
へ
の
理
解
促
進
と
共
生
の
地
域
づ
く
り 

○障がいについての正

しい理解が図られる

よう、周知に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○障がい者に配慮し、

障がいの特性に応じ

た多様な情報提供に

努めるとともに、市

民や企業・事業所等

にも理解促進を図り

ます。 

○河東地区文化産業祭に

おいて、障がい者支援

施設やグループホーム

による物品販売や作品

展示を行い、地域住民

との交流を通し、障が

い理解を図りました。 

○自立支援協議会だより

においてパラスポーツ

を紹介や、ニュースポ

ーツを出前講座に取り

入れ、理解促進と誰も

が参加しやすい環境づ

くりに努めました。 

○障がい者週間に併せ図

書館で障がい福祉関連

図書の展示やパンフレ

ットの配布を行い障が

い理解に努めました。 

 

○『点字版広報議会』を

発行しました。また、

音訳版の『声の広報議

会』を CDなどでの配付

のほか、ホームページ

にて掲載しました。 

○障がい者の

地域生活へ

の支援に努

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「障がい者支援センタ

ーカムカム」における

ボランティア相談及

び派遣窓口を担い、障

がい者の地域生活を

支援しました。 

○障がいに対する理解

とつながりづくりを

深めるため、ボランテ

ィア学園にて、障がい

者との交流会を開催

しました。 

〔3回開催 14名参加〕 

○障がい者の在宅生活

を支援するため、居宅

介護事業、重度訪問介

護事業の実施、更に

『ガイドヘルパー派

遣事業』を受託し、身

体介護や家事援助、移

動支援等の支援を行

いました。 

 

 

 

 

 

○合理的配慮（障がいに応

じた配慮）にできる限り

努めます。（市民） 

○障がいについての正し

い情報の受け入れに努

めます。（市民） 

○障がいの有無に関わら

ず相互理解・支え合いの

意識を持ちます。（市民） 

○障がい者に対して不当

な差別的扱いをしない

ように努めます。（市民） 

○障がいの有無に関わら

ず、誰もが地域活動に参

加できるように努めま

す。（地域の各種団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○障がいのあることを

地域に知らせてもら

えると、地域での支

援がしやすくなる。 

○障がいのある家族を

隠さずに地域の活動

に一緒に参加しても

らいたい。 

○「ボッチャ」を体験

したら楽しかった。障

がいのある人も、児童

や高齢者も参加でき

るので地域で行って

みたい。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○市民や事業者からの

意見を集めることな

どにより、課題を把

握するとともに、地

域自立支援協議会の

場を活用するなど、

合理的配慮（障がい

に応じた配慮）にも

とづき、課題解消の

立案・施策展開を行

い共生の地域づくり

に向けて取り組みま

す。 

○地域自立支援協議会に

おいて、障がい者雇用

の啓発チラシを作成

し、企業に配布・啓発

を行いました。 

○『会津人参栽培研修事

業』により、障がい福

祉サービス事業所が行

う会津人参の栽培を支

援し、障がい者が農業

に従事する機会を設け

ました。 

○地域自立支援協議会に

おいて、専門部会を毎

月開催し、各部会にお

いて課題解決に向けて

の取組を行いました。 

・障がい者虐待防

止・差別解消ワー

クショップの開催 

・作障がい者による

品展示による理解

促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○障がいの有

無に関わら

ず、誰でも

ボランティ

ア活動に参

加しやすい

環境づくり

に取り組み

ます。 

○「たんぽぽ園」の放課

後等デイサービスの

利用対象を高校生ま

でに引き上げ、サービ

スの充実を図りまし

た。〔拡充〕 

○「たんぽぽ園」におい

て、障がい児等の一時

預かりを行う『タイム

ケア』事業を開始し、

保護者の早朝や夕方

の一時預かりニーズ

に対応しました。〔新

規〕 

 

○ボランティア活動へ

の市民や企業の意識

啓発と、活動のすそ野

を広げるとともに、障

がい者の社会参加を

促進するため、『カム

カムボランティアポ

イント事業』を実施し

ました。 

参加者 142名 

（うち障がい者 34名） 

 

○各種団体活動に障がい

者が積極的に参加でき

るように努めます。（地

域の各種団体） 

○障がい者の雇用、就業を

促進します。（民間事業

者、福祉サービス事業

者） 

○合理的配慮（障がいに応

じた配慮）にできる限り

努めます。（民間事業者、

福祉サービス事業者） 

○地域との交流機会を創

出し、障がい・障がい者

理解の推進に努めます。

（民間事業者、福祉サー

ビス事業者） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

７ 

生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援 

○総合的な相談窓口で

ある生活サポート相

談窓口において適切

な支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○関係機関との連携に

より、早期の情報把

握及び支援に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

○『生活サポート相談窓

口』において、生活困

窮に関する様々な相談

を受け付け、必要に応

じて関係機関と連携し

ながら、自立に向けて

包括的、継続的な支援

に努めました。 

○『就労支援』や『住確保

給付金制度』、『就学支

援制度』、『学習支援』

等の支援に努めまし

た。 

 

○民生委員やハローワー

クなどの関係機関と連

携を図り、情報共有や

支援にかかる協議を行

うなど、生活が苦しい

方の早期発見、早期支

援につながるよう取り

組みました。 

 

○貸付事業や

法外援護事

業 等 の 実

施、行政・関

係機関・地

域との協働

により、生

活困窮者の

支援を行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

○『ふれあい福祉センタ

ー総合生活相談所』を

設置し、日常的な心配

ごとから、各種専門的

な相談（一般相談、法

律相談、障がい児・者

相談、傾聴相談、権利

擁護・成年後見相談、

子育て相談）までを行

い、行政機関や関係機

関と連携し、自立でき

るよう支援に努めま

した。 

○福島県社会福祉協議

会より生活福祉資金

貸付事業を受託し、世

帯の自立更生を支援

するため、資金の貸付

を行いました。 

 

○生活困窮者に関する総

合的な相談窓口である

生活サポート相談窓口

について把握します。

（市民） 

○地域の中での生活困窮

者に対して、早期の生活

サポート相談窓口での

相談をすすめることに

努めます。（地域の各種

団体） 

○生活困窮者に対する地

域でのインフォーマル

な支援（見守りや声かけ

など）を行います。（地域

の各種団体） 

○生活困窮者に対して、総

合的な相談窓口である

生活サポート相談窓口

の情報を提供します。

（民間事業者、福祉サー

ビス事業者） 

 

 

 

 

○生活保護にならない

よう自立に向けて支

援をしてほしい。 

○地域で生活が苦しい

人の支援は難しい。

積極的に『生活サポ

ート相談窓口』につ

なぎたい。 

○地域にひきこもりが

いる。農作業は近所

の助け合いが必要に

なることが多いので

将来が心配。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住宅確保要支援者に

対しては、公営住宅

や民間住宅を含めた

総合的な住まいの供

給や情報提供の体制

を構築し、支援を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○弁護士、司法書士、フ

ァイナンシャルプラン

ナーを配置し、生活困

窮や多重債務等の改善

に向け『納税等相談会』

を実施しました。 

 

○住宅確保要支援者に対

する情報提供、状況に

応じて『住居確保給付

金』制度の利用を勧め

るなど、家賃補助と就

労支援の両面からの支

援を行いました。 

○生活困窮者

についての

情報を、市

と共有し、

支援の強化

に 努 め ま

す。 

○行政機関や関係機関

と連携し、生活が苦し

い世帯に対する『フー

ドバンク事業』（緊急

食料の提供）、こども

食堂への支援、『年末

特別相談会』を実施し

ました。 

フードバンク事業 

受入  34件 

提供 102件 

出前・年末特別相談会 

開催  5日 

相談数 9件 

 

○行政・関係機関・地域と

連携しながら生活困窮

者への支援を行います。

（民間事業者、福祉サー

ビス事業者） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

８ 

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

○災害時避難行動要支

援者の居場所を確認

し、その情報を把握

するとともに、地域

における日常的な見

守り活動や災害時に

おける支援などを図

るための体制づくり

を進めます。 

 

 

 

 

 

○「自主防災組織」設立

に向けて補助制度の創

設と、出前講座による

地域防災の啓発を図り

ました。〔補助 3地区〕 

○『地域自立支援協議会』

において総合防災訓練

や福祉避難所等を検証

し、災害時避難行動要

支援者の支援にかかる

提言を行いました。 

 

○ボランティ

アセンター

事 業 の 充

実・強化を

図ります。 

○ボランティアの情報

を把握し、ボランティ

アの助けを必要とし

ている人に紹介する

「マッチング」に取り

組みました。 

相談件数 4,145件 

マッチング数 

      1,790件 

○市総合防災訓練への

参加し、「災害ボラン

ティアセンター設置

訓練」や「福祉避難所

開設訓練」を行いまし

た。 

○令和元年東日本台風

被災地でのボランテ

ィアに参加できるよ

う、ボランティアの情

報提供や相談、被災地

までのバスの運行を

行いました。 

○自らの命は自ら守る（自

助）という意識を持ちま

す。（市民） 

○自分たちのまちは自分

たちで守る（自助・共助・

互助）という意識を持ち

ます。（市民） 

○地域において相互に助

け合い（互助）、平時から

防災体制の構築に努め

ます。（市民） 

○地域での防犯・防火訓練

の実施など、日頃より防

犯・防災意識の啓発に努

めます。（地域の各種団

体） 

○住民同士や関係団体と

の協力により、防犯・防

災のための見回り等を

実施します。（地域の各

種団体） 

○施設の安全確保を図る

とともに、防災意識の普

及・啓発に努めます。（民

間事業者、福祉サービス

事業者） 

 

○町内会で発災時の一

時避難場所を決めて

いたので、「令和元年

東日本台風」のとき

は、そこへ避難した。 

○高齢者を中心に、児

童の通学の見守りや

防犯の見守りを行っ

ている。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域における犯罪を

抑止し、安心安全に

暮らせる地域とする

ため、地域住民によ

る自主的な防犯活動

を推進し、支援しま

す。 

○自主防災組織「慶山自

主防災会」が実施した

避難訓練において、公

民館を避難場所として

提供するとともに、発

災時における連携方法

について確認をしまし

た。 

 

○地域の防犯のため、町

内会に防犯灯の設置費

用や電気代を補助しま

した。 

  ○施設の確保や備蓄品の

保管等、従業員や顧客等

が滞在可能な環境整備

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業

者） 

○日常的に要支援者に対

する声かけや見守りを

通して、防犯・防災意識

の向上に努めます。（福

祉サービス事業者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会津若松市地域福祉計画・社会福祉法人会津若松市社会福祉協議会地域福祉活動計画評価シート 

 

- 30 - 

 

基本目標３に係る評価 

（令和元年度） 

地域の活動拠点づくりに当たっては、集会所建設に対する『集会場整備事業補助金』、空き家を利用する市の『空き家等

改修支援事業』や社協の『空き家等を活用した支え合い拠点認定制度』の利用に併せ、企業の会議室や店舗のフリースペー

スの借用、公園のベンチなど屋外の施設の利用についても促す必要があると考える。 

災害時避難行動要支援者の支援の在り方については、住民同士による日常的な支援や近所づきあいから生まれる意識が、

災害時の支援につながっていくことから、地域における日々の見守り活動につなげる取組に引き続き努められたい。 

『地区社協』の取組として、学校の授業の支援を行ったことは評価する。他の『地区社協』でも高齢者に対する活動が中

心となっていることから、今後このような幅広い世代に対する取組が増えることを期待する。 

高齢者等の見守りについては、門田・大戸地区見守り協議会『Sun3ネット』や『えるだぁカフェ』のような民間事業者の

連携による組織が設立に至ったことは評価する。このような取組が他の地域にも広がるよう期待する。 

障がい者雇用の啓発や『会津人参栽培研修事業』による農業と福祉の連携について評価する。今後も誰もが活躍できる地

域を目指し取り組んでいただきたい。 

生活が苦しい人が、適切な支援につながるよう、『生活サポート相談窓口』の情報提供に努めるとともに、早期発見・早

期支援に向けて関係機関との連携による取組に努めていただきたい。 
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基本目標４ 健康でずっといきいき暮らせる地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

健
康
づ
く
り
の
推
進 

○健康づくりのための

普及啓発や取組に対

する支援を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○健康課題の分析を行

うとともに、関係団

体と連携しながら課

題解決に向けて取り

組みます。 

 

○社協や地域包括支援セ

ンターと連携し、『げん

きに健康教室』を行い

健康づくりの推進に努

めました。 

〔8回開催 99名参加〕 

○運動不足とストレスを

解消し、心身の健康づ

くりを目指す『健康ヨ

ガ教室』を実施しまし

た。 

〔3回開催 55名参加〕 

○ウォーキング大会や、

公民館での高齢者講座

や健康講座等におい

て、健康づくりの推進

に努めました。 

 

○ 430人の栄養・食生活

の指導を基に会津若松

市食育ネットワーク、

飲食店等と協力しヘル

シーメニューの提供や

減塩についての啓発を

行いました。 

○健康づくり

につながる

ような地域

のサロン活

動 等 の 充

実・強化に

向けた支援

を 図 り ま

す。 

○「老人福祉センター希

らら」や「北会津保健

センター」を健康づく

り、生きがいづくりの

拠点とし、高齢者を中

心とした健康づくり

の推進を図りました。

〔再掲〕 

○『ふれあい・いきいき

サロン』に職員の派遣

やレクリエーション

器具の貸出をし、介護

予防、認知症予防につ

ながる支援に取り組

みました。 

〔支援回数 82回〕 

 

○健康への関心を高め、積

極的な健康づくりに努

めます。（市民） 

○定期的に健診を受ける

など自分の体の状態を

知り、生活習慣の見直し

や早期の治療に努めま

す。（市民） 

○医療に対する理解を深

めることに努めます。

（市民） 

○適度な運動の実施や、サ

ロン活動等への参加を

通した地域住民同士の

交流等を通じ、心身のリ

フレッシュに取り組む

ことに努めます。（市民） 

○健康づくりの活動を通

して住民の健康増進を

図ることに努めます。

（地域の各種団体） 

○住民に対して健康受診

の呼びかけを行います。

（地域の各種団体） 

○数人で始めたラジオ

体操が、口コミでた

くさんの人が参加す

るようになった。ラ

ジオ一つで健康とつ

ながりができた。 

○『ふれあい・いきい

きサロン』の中で医

師や薬剤師など専門

職による健康や薬に

ついての講演をする

と健康づくりにつな

がるのではないか。 

○自宅から『ふれあい・

いきいきサロン』会

場まで歩くことが健

康づくりにつながっ

ている。 

○昔に比べてウォーキ

ングやジョギングを

行う人、ジムに通う

人が多くなり、健康

づくりが活発になっ

ている。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○国民健康保険の保険

者として、被保険者

に対する特定健康診

査等の受診を積極的

に推進します。 

○特定健診受診率向上の

ため、対象者への受診

券の送付や受診料自己

負担の無料化を実施し

ました。 

 

 

 

 

 

  ○従業員の健康づくりに

対する理解の促進に努

めます。（民間事業者、福

祉サービス事業者） 

○従業員への定期健康診

断の実施や、人間ドック

の積極的な受診の推進

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業者

等） 

○従業員が医療機関を早

期に受診できる職場環

境づくりに努めます。

（民間事業者、福祉サー

ビス事業者等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保健委員会は、健康

運動教室等を開催

し、地域の健康増進

に努めている。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

地
域
医
療
体
制
の
充
実 

○市民に適切な医療を

提供できるよう、医

師会及び歯科医師会

や薬剤師会をはじめ

とする関係医療機関

と連携し、時代の要

請に応じた医療体制

の確保に努め、医療

の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○医療機関や保健所等

との連携により、難

病患者への支援のあ

り方についても対応

を進めていきます。 

 

○地域医療サービスの向

上を目指し、ＩＣＴを

活用したオンライン診

療の普及や推進を目指

す『会津オンライン診

療研究会』を支援しま

した。 

○夜間・休日の救急医療

体制の確保を図るた

め、会津若松医師会や

二次救急医療病院群、

会津保健福祉事務所等

を運営委員とした『夜

間急病センター運営協

議会』、『救急医療病院

群輪番制運営協議会』

を開催し、救急医療の

円滑な運営に努めまし

た。 

 

○県や医療機関、福祉事

業者などが参加する

「難病患者地域支援連

絡会議」、「難病患者在

宅ケア調整会議」に参

加し、支援体制の整備

を図りました。 

  ○市ホームページや市政

だより等による休日当

番医や医療機関に関す

る情報に日頃から関心

を高めることに努めま

す。（市民） 

○かかりつけ医、かかりつ

け歯科医、かかりつけ薬

局を持ち、いつでも安心

して診療が受けられる

ように努めます。（市民） 

○在宅医療についての認

識を深めることに努め

ます。（市民） 

○出前講座等の利用によ

り、本市の医療体制の現

状や在宅医療について

の理解を深めることに

努めます。（地域の各種

団体） 

○市民が安心して必要な

医療が受けられるよう、

市内医療機関の医師・看

護師等の医療スタッフ

の確保に努めます。（医

療機関等） 

○市は、ＩＣＴ推進し

ているので、ＩＣＴ

を利用した遠隔診療

に力を入れてもらい

たい。 

○高齢者は定期的に病

院に行くのでかかり

つけ医などを持って

いる。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○母子の健康の確保に

向けた、かかりつけ

医の推奨など地域医

療機関との連携を充

実します。また、保

健・医療・福祉の連携

による障がい児への

支援や障がい者への

サービス提供体制の

充実を図ります。 

 

○安心して子どもを生

み・育てられるよう、

妊娠初期から子育て時

期を通じた相談や支援

を行う『子育て世代包

括支援センター』を設

置しました。〔再掲〕 

 

    

基本目標４に係る評価 

（令和元年度） 

健康の維持に向けては、保健委員会を始めとした関係機関と連携しながら各世代を対象に食生活の改善や運動などの健康

づくりに取り組んでいる。この取組を参加者の継続的な健康づくりにつなげ、健康寿命の向上に努めていただきたい。 

『ふれあい・いきいきサロン』は、高齢者が身近な場所で気軽に参加できる健康づくりの場となることから、サロン会の

組織化や活動の支援に引き続き取り組まれたい。 

オンライン診療については、近隣に医療機関がなく通院に苦労している地区もあることや、新型コロナウイルス感染症や

携帯電話の 5G化の報道により興味を持つ人も増えていることもあり、普及に向けて引き続き支援に努められたい。 
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基本目標５ 福祉サービスの充実した地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り 

○市民に対して福祉サ

ービスについての的

確な情報発信を行い

ます。 

 

 

 

 

○関係機関との連携に

より、利用者ニーズ

に即した福祉サービ

スの提供につながる

環境整備を行いま

す。 

 

○ホームページやパンフ

レット、『介護保険の手

引き』、『障がい者福祉

ハンドブック』などの

冊子により、福祉サー

ビスの周知を図りまし

た。 

 

○地域ケア会議等におい

て、地域の方から広く

意見をいただき、関係

者間で情報の共有を図

りました。 

○実務経験の浅い介護支

援専門員に対し、地域

の主任介護支援専門員

による実習型研修を行

うことを通じ実務能力

の向上と指導力向上を

図り、利用者本位かつ

質の高いケアマネジメ

ントの醸成に努めまし

た。 

○ニーズを踏

まえ、利用

者 に と っ

て、さらに

利用しやす

いような事

業の充実を

積極的に図

ります。 

○「ふれあい福祉センタ

ー総合生活相談所」に

おいて、利用者のニー

ズに基づく福祉サー

ビスについて、様々な

相談に対応し取り組

みました。〔再掲〕 

 

 

○福祉サービスの内容や

提供事業者に関する情

報の把握及び、自分に合

ったサービスの選択・利

用に努めます。（市民） 

○福祉サービスの内容や

提供事業者に関する情

報などを地域住民間で

共有できるような場づ

くりに努めます。（地域

の各種団体） 

○利用者一人ひとりを尊

重したサービスの提供

を心がけるとともに、利

用者ニーズに即した更

なるサービスの向上に

努めます。（福祉サービ

ス事業者等） 

○福祉サービスの向上に

つながるような人材育

成や職場環境の向上に

努めていきます。（福祉

サービス事業者等） 

 

 

○住民の中には、福祉

施設を利用すること

に不安な人もいる。

施設見学など施設を

知ってもらうことで

不安を払拭できるの

ではないか。 

○福祉サービス事業者

による地域住民への

サービス内容や施設

の紹介・開放などの

情報公開を期待す

る。 

○市は、インターネッ

トを利用できない人

に配慮した情報発信

を行ってほしい。〔再

掲〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

相
談
体
制
の
充
実
・
強
化 

○各種相談窓口や相談

員の情報を一覧表で

整理し、広報紙やホ

ームページなどに掲

載するほか、民生委

員や地域包括支援セ

ンターなどの相談員

を通じ、周知を図り

ます。 

○各所属に関する情報

を市民に対して適切

かつ効果的に広報

し、市民が個別のニ

ーズに基づき、円滑

に相談・利用できる

ように努めます。 

 

○各種相談窓口間の連

携を密にし、市民か

らの相談に対して一

元的な相談体制を構

築します。 

 

 

 

 

○生活支援や相談窓口の

一覧を掲載した『市民

ガイドブック』を作成

し、転入者に配付のほ

かホームページに掲載

しました。 

○孤立死防止リーフレッ

ト『地域の見守りが孤

立死を防ぎます』を作

成し、民生委員や地域

包括支援センターなど

の地域の相談支援窓口

を広報しました。〔再

掲〕 

 

 

 

○『生活困窮者自立支援

庁内連携連絡会議』を

開催し、庁内の窓口を

所管する部局間連携を

強化し、相談者に寄り

添った支援に努めまし

た。 

○総合相談業

務の体制強

化を図り、

必要に応じ

て市や関係

機関との情

報共有や連

携を行いま

す。 

○『ふれあい福祉センタ

ー総合生活相談所』を

設置し、日常的な心配

ごとから、各種専門的

な相談までを行い、行

政機関や関係機関と

連携し、自立できるよ

う支援に努めました。

〔再掲〕 

○『日常生活自立支援事

業（あんしんサポート

事業）』を実施し、判断

力が低下した認知症

高齢者等の権利擁護

を目的に、関係機関と

の連携も図りながら、

福祉サービスの利用

援助や金銭管理等を

行いました。 

契約者数 36名 

相談援助件数 

4,099件 

○各種相談窓口に関する

情報について市のホー

ムページや広報誌など

に日頃から目を通し把

握に努めます。（市民） 

○地域の中で情報を必要

としている人の把握に

努めます。（地域の各種

団体） 

○各種相談窓口について

の情報を把握し、情報を

必要としている住民に

周知します。（地域の各

種団体） 

○日頃より各種相談窓口

等の情報把握に努める

とともに、サービス利用

者や相談者に対する周

知に協力します。（福祉

サービス事業者等） 

 

○福祉の窓口が同じフ

ロアにあり便利だ

が、一つの窓口で

様々な相談ができる

ようになることを期

待する。 

○近くにある地域包括

支援センターに高齢

者以外の相談もして

しまう。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○専門的な人材の配置

や、相談業務に対応

する人材に対する研

修等を通して、相談

体制の強化を図りま

す。 

 

 

 

○弁護士、司法書士等の

専門職による各種相談

会を実施しました。 

○『生活サポート相談窓

口』に『自立相談支援

員』、『自立就労支援

員』、『学童生活支援

員』、『高校就学支援員』

を配置し、相談や支援

に努めました。 

○民生委員や保健委員等

を対象に自殺防止に向

けた相談対応等の研修

会を実施しました。（新

規） 

○消費生活相談員に専門

的知識の習得のための

研修受講の機会を設

け、相談体制の強化を

図りました。 

 

 ○行政機関や関係機関

と連携し、生活が苦し

い世帯に対する『フー

ドバンク事業』（緊急

食料の提供）、『こども

食堂事業』、『年末特別

相談会』を実施しまし

た。〔再掲〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和元年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和元年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

３ 

利
用
者
主
体
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現 

○関係機関との連携に

より、利用者からの

声を吸い上げるよう

な仕組みづくりを行

います。 

 

○利用者からのニーズ

については、関係機

関に確実に伝達する

ような連携体制を構

築します。 

 

○市民に対して福祉サ

ービスについての的

確な情報発信を行

い、現状の福祉サー

ビスについての正し

い理解を深めること

に努めます。 

○地域ケア会議等におい

て、地域の方から広く

意見を頂き、関係者間

で情報の共有を図りま

した。〔再掲〕 

 

○「介護保険運営協議会」

において、利用者から

の意見を頂き、市と事

業者間で情報の共有を

図りました。 

 

○ホームページやパンフ

レット、『介護保険の手

引き』、『障がい者福祉

ハンドブック』などの

冊子により、福祉サー

ビスの周知を図りまし

た。〔再掲〕 

 

○福祉サービ

スの質の向

上につなが

るよう、利

用者からの

ニーズの把

握に努める

とともに、

ニーズを踏

まえた事業

を推進しま

す。 

○寄せられた要望・苦情

について、事務局内で

共有し、業務の改善を

図るとともに、第三者

委員である苦情解決

委員に報告を行いま

した。 

 

○福祉サービスやサービ

ス提供事業者の情報に

関心を持ち、自分に合っ

た福祉サービスの選択

に心がけます。（市民） 

○福祉サービスを利用し

て気づいた点等があれ

ば、サービス提供事業者

に伝えるよう努めます。

（市民） 

○住民間で福祉サービス

や提供事業者に関する

情報交換等を行えるよ

う、住民同士の交流機会

の創出に努めます。（地

域の各種団体） 

○利用者一人ひとりを尊

重したサービスの提供

を心がけるとともに、利

用者ニーズに即した更

なるサービスの向上に

努めます。 

○福祉サービスの向上に

つながるような人材育

成や職場環境の向上に

努めていきます。（福祉

サービス事業者等） 

○地域ケア会議は、事

業者が地域住民や各

種団体と話し合える

場なので出席するこ

とができよかった。

〔再掲〕 
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基本目標５に係る評価 

（令和元年度） 

複雑化・複合化している地域生活課題に対応できるよう、『生活困窮者自立支援連携連絡会議』のような部局間連携に引き

続き取り組んでいただきたい。 

地域包括支援センターと地域の関係性が構築され、本来業務以外の相談も寄せられている状況があることから、今後、地

域における相談体制の在り方について検討願いたい。 

福祉サービスの情報発信や利用者の声を事業者に伝え、支援の必要な人が適切な福祉サービスを利用できるよう引き続き

取り組んでいただきたい。 

昨年度と比較し『日常生活自立支援事業（あんしんサポート事業）』の契約者数が減少しているが、利用を希望している人

が多いことから、社協は体制の強化を図られたい。 
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１．地域福祉活動の基盤となる地域の仕組みづくりの推進 

取組項目 令和元年度の取組 

(1) 地域住民の参画による地域づくりの推進 ○社協と連携し、地区社協の組織化に向けた取組と地区社協の活動を支援しました。 

○一箕地区の地域共生社会の実現に向けた勉強会『おらがのまちづくり』を共同で開催し、地域住民の参

画による地域づくりの支援を行いました。 

(2) 地域を支える人材の育成 ○地域活動等に主体的に取り組むことのできる人材の育成を図る『ボランティア講座』、住民と行政の協働

を担うコーディネーターの育成を図る『コーディネーター研修会』を実施しました。 

(3) 社会的孤立の防止 ○孤立死防止リーフレット『地域の見守りが孤立死を防ぎます』による啓発、高齢者の見守り活動を行う

門田・大戸地区見守り協議会『Sun3ネット』の設立支援に取り組みました。 

○『あいづわかまつ地域福祉を考えるフォーラム』を開催し、社会的に孤立している方を地域で支えるこ

とをテーマに講演会を実施しました。 

(4) 権利擁護の推進 ○高齢者等の権利擁護への関心を高めるため、成年後見制度の普及啓発の研修会を開催しました。 

〔入門編 18名受講・応用編 25名受講〕 

(5) 各種団体間の協力体制の構築 ○社協とともに地域包括支援センターや区長、民生委員、高齢者福祉相談員、福祉事業者などが参加する

地域ケア会議・地区協議会、福祉事業者などによる専門職ケア会議に参加し、相互に連携し、地域の見

守り・支援体制づくりを推進しました。 

(6) 企業・事業所への啓発活動等による環境

整備 

○会津若松商工会議所などの経済団体を通じ、地域福祉活動への企業の参加と、従業員が参加しやすい職

場環境づくりを要請するとともに、地域福祉活動に取り組む事業所の事例紹介をしました。 

○専門職ケア会議において、社会福祉法人による『地域における公益的な取組』の啓発を行いました。 

重点的な取組の評価 

地域福祉活動は、活動を支える人材や組織が重要となることから、教育機関や社会福祉協議会との連携による人材育成、庁内連携による地域の仕組み

づくりに継続して取り組んでいただきたい。 

社会的孤立の防止や権利擁護の推進に向けては、これまでの取組を継続するとともに、保護司や会津若松地区雇用主会との連携による矯正施設退所者

の支援の取組、成年後見制度利用促進計画の策定に期待する。 

地域からは、企業や企業に勤務する人の地域福祉活動への参加が切望されていることから、地域福祉活動への企業の参加や支援、従業員が参加しやす

い環境づくりに向けて、他の企業の事例を示すなど、企業の協力に向けて継続して取り組まれたい。また、社会福祉法人の責務である『地域における公

益的な取組』が地域のニーズを踏まえた取組になるよう指導及び支援をお願いしたい。 
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２．災害時避難行動要支援者に対する日常的な見守り体制 

取組項目 令和元年度の取組 

(1) 災害時避難行動要支援者の把握方法につ

いて 

○住民基本台帳や高齢者、障がい者等に関する情報を基に、災害時避難行動要支援者の把握を図りました。 

 

(2) 災害時避難行動要支援者情報の共有及び更新方法について 

①関係機関間の情報共有方法 ○災害時避難行動要支援者の近隣支援者や緊急時連絡先などの情報を収集し、災害時避難行動要支援者名

簿を作成しました。 

○災害時避難行動要支援者名簿の配付に同意した人の名簿を、避難支援等関係者（警察署、消防署、町内

会、民生委員等）に提供しました。 

 

②情報の更新方法 ○新たに災害時避難行動要支援者になった人、前回調査時に名簿配付に同意しなかった人に名簿配付の同

意に取り組みました。 

 

(3) 災害時避難行動要支援者の支援について 

①日常的な見守り活動や助け合い活動の

推進方策 

○社協とともに地域包括支援センターや区長、民生委員、高齢者福祉相談員、福祉事業者などが参加する

地域ケア会議等において、各者が連携し、地域の見守り・支援体制づくりを推進するとともに、地域防

災の研修や災害に備えた日々の取組、取組に向けての課題等について話合いを行いました。 

②緊急対応に備えた役割分担と連絡体制

づくり 

○自主防災組織設立に向けた補助制度の創設と、出前講座による地域防災の啓発を図りました。 

 

重点的な取組の評価  

「令和元年東日本台風」においては、地域により支援の取組に温度差がみられた。防災には多くの人が関心を寄せていることから、防災を切り口に支

え合い活動の推進や自主防災組織の設立に向けた支援を継続して取り組まれたい。 

地域における災害時避難行動要支援者の個別計画の策定に当たっては、地域だけでは難しいとの声もあることから、市としての支援の在り方について

検討いただきたい。 
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３．生活困窮者自立支援の取組 

取組項目 令和元年度の取組 

(1) 生活困窮者の把握方法について ○早期発見、早期支援のため、社協、民生委員、地域包括支援センター、ハローワークや教育機関など関

係機関との連携・情報共有を図るとともに、市の組織横断的な『生活困窮者自立支援庁内連携連絡会議』

を開催して生活が苦しい人に関する情報把握に努めました。 

○各地区の公民館において、出張相談会を実施するなど、早期発見への取り組みに努めました。 

(2) 自立支援のための各種支援について ○生活困窮者自立支援制度に基づき、必須事業として、生活困窮に係る様々な相談を受け付け、自立に向

け支援を行う『自立相談支援事業』の実施や、住居の確保と就労自立を図るため『住居確保給付金』の

支給を行いました。 

また、任意事業として、就労に向けた基礎能力の形成や改善が必要な方を対象とした『就労準備支援事

業』や、生活困窮世帯の子どもを対象とした『学習支援事業』を実施しました。 

(3) 生活困窮者への支援を通じた地域づくり

のあり方 

○生活困窮の一因となり得るひきこもりの早期把握、早期支援につなげるため、関係機関や専門機関を構

成メンバーとした『市ひきこもり支援連携会議』を開催し支援体制の強化を図りました。また、『ひきこ

もり支援講演会』、『ひきこもり支援座談会』等の開催等により、支援者の知識を深め、専門性の向上に

努めました。 

ひきこもり支援講演会 

 テーマ：福島県精神障がい者アウトリーチ推進事業でみられるひきこもりについて 

講師：福島県立医科大学医学部神経精神医学講座講師 後藤 大介氏 

ひきこもり支援座談会  

講師：NPO法人若者就職支援協会 黒沢一樹 氏 

 

重点的な取組の評価  

庁内連携による支援については、各所属から『生活サポート相談窓口』に生活困窮を心配される方がつながれているなど一定程度の成果が表れている

ことから、継続して取り組まれたい。 

生活に苦しい人の早期発見、早期支援に向けて、相談窓口の広報強化、アウトリーチ（地域に出向くこと）の手法等による連携強化を期待したい 
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令和元年度の取組 評　　　　 価

１ 地区社会福祉協議会の設立・運営支援
　　～地域の自助・互助力の強化～

○『地区社協』の組織化に向けて、地域住民や地区区長
会、地区民生児童委員協議会、既存の各種団体などに組織
化を働きかけ、湊地区においては4月に『みんなと湊まちづ
くりネットワーク』、河東地区においては10月に『河東ふ
れあいネットワーク』が設立されました。
○他地区においても、地区区長会、地区民生児童委員協議
会、既存の各種団体等の中で、支え合い仕組みづくりにつ
いて協議を重ねました。

『地区社協』の組織化が推進され、設立され
たが、今後も地区社協の必要性について、住
民主体の活動であること、地域住民それぞれ
が役割を持ち、支え合う仕組みづくりである
ことの周知を図られたい。設立された地区社
協への引き続き、運営支援に努められたい。

２ 身近な相談窓口の開設
　　～相談・生活支援体制の充実～

○『社協だより』、ホームページ、SNS、新聞等多様な広報
周知を行ったほか、地域に出向いて、出前相談等を行いま
した。
○民生委員児童委員協議会理事会・各地区定例会、地域ケ
ア会議等への参画を通して各機関との支援ネットワークの
構築を図りました。

広報・ホームページ・SNSなどに情報発信。
生活課題を抱えた住民に対して、相談から解
決に至るまで方向性を明らかにしながら、他
機関とも連携し、更なる相談支援体制の確立
と周知を図られたい。

３ 地域支援コーディネーターの育成・配
置

○地域住民が、生活課題の解決に向けた取り組みを進める
ため、地域福祉活動の組織化や関係者間の連携、サロン等
の活動を支援し、地域住民の主体的な福祉活動へのサポー
トを職員が行いました。

地域の中で、困りごとや支援を必要とする人
を把握し、課題の解決に向けて、行政、専門
機関、ボランティア等をつなぐ役、調整役を
担うとともに、地域住民や関係機関と連携
し、地域支援コーディネーターの人材育成・
確保を図られたい。

４ 多様なネットワークの構築
　　～新たな協働事業の創出～

○『ボランティア学園』の運営の継続や小中学校向け『出
前福祉体験教室』の開催など関係機関と連携した地域福
祉・ボランティア活動の推進を図りました。
〇社会福祉法人による社協と施設の連携による「地域にお
ける公益的な取組」推進モデル事業として、市内に8ヵ所あ
る認知症カフェの連絡会を取り組みました。

『ボランティア学園』やボランティアのマッ
チング事業に取り組み、多様な機関との連携
を深め、市民が主体的に参加できる環境づく
りに努められたい。
「社会福祉法人の地域における公益的な取
組」が責務となっていることから、今後も社
会福祉法人との連携による取組を図られるよ
う、支援を行っていただきたい。

項　目
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全体評価 

（令和元年度） 

令和元年度は、『地域福祉計画』、『地域福祉活動計画』の策定から４年が経過し、地域において関係機関による地域課題の

共有化が図られてきた。 

昨年も新たな『地区社協』の組織化や『Sun3ネット』の設立、『ふれあい・いきいきサロン』数が大きく増加するなど、

一部の地域においては地域生活課題の解決に向けた取組が進められているが、一方では、取組までに至ってない地域もある。 

そのような中、新型コロナウイルス感染症により生活環境が一変し、感染拡大防止に向けて「新しい生活様式」が国から

示されるなど、これまでのような生活を行うことは難しい状況になっている。 

市や社協は、国の「新しい生活様式」を踏まえながらも、地域福祉活動に取り組めるよう支援に努められたい。 

基本目標 5「福祉サービスの充実した地域づくり」の中で「相談体制の充実・強化」が掲げられているが、「地域福祉を考

えるアンケート」からは、本来相談したいと考える市を始めとした専門機関につながっていない状況にある。相談により適

切な福祉サービスにつなぐこととなるため、相談体制の充実に取り組まれたい。 

重点的な取組 3「生活困窮者自立支援の取組」においては、新型コロナウイルス感染症により経済状況の先行きが不透明

であり、これまで以上に自立に向けた支援が重要になっている。このような中、現在の庁内連携による取組が、一定程度の

成果が表れていることから、自立に向けたこれまでの取組を継続されたい。 

地域福祉活動計画重点事業１「地区社会福祉協議会の設立・運営支援」については、平成 31年 4月に湊地区に『みんな

と湊まちづくりネットワーク』が、令和元年 10 月には河東地区に『河東ふれあいネットワーク』が組織化されたが、既に

組織化された地域を含め４地区にとどまり、地域も中心市街地以外の地域となっている。 

令和２年度は、計画期間の最終年となることから、組織化へ至っていない地区への働きかけや組織化に向けた支援に努め、

組織化につなげられたい。 

基本目標３の地域福祉活動の実態調査結果の中に、地域の認知症高齢者のごみ出しトラブルが発生し、解決に向けての地

域の中での話合いで、子供の家での生活を促すなどの地域からの排除ではなく、自分たちがもう少しだけ支援することで本

人が望む地域での生活ができることを導き出した地域があった。地域福祉計画の基本理念は『誰もが安心して暮らせるよう

地域で支え合うあいづわかまつ』であることから、このような地域が増えるよう、市や社協は、区長会や地域の各種団体と

連携し地域福祉推進の取組を進めていただきたい。 
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会津若松市地域福祉計画等推進会議委員名簿 

№ 所属団体・役職 氏  名 № 所属団体・役職 氏  名 

1 
公立大学法人会津大学 

短期大学部幼児教育学科准教授 
鈴 木   勲 16 

会津若松市赤十字奉仕団 

副委員長 
吉 田 義 子 

2 福島県司法書士会会津支部 遠 藤   希 17 
会津若松市ボランティア連絡協議会 

庶務 
熊 田 洋 子 

3 会津若松地区保護司会 佐々木 久 恵 18 
みんなと湊まちづくりネットワーク 

生活福祉部会長 
坂 内 美智男 

4 
会津若松市区長会 

更生副部長 
北野原   進 19 

北会津地域づくり委員会 

会長 
成 田 源一郎 

5 
会津若松市民生児童委員協議会 

理事 
古 川 純 夫 20 

河東地域づくり委員会 

会長 
岩 渕 澄 男 

6 
会津若松市社会福祉協議会 

事務局次長  
平 野 淳 子 21 

公益社団法人会津若松医師会 

理事 
新井田 有 耕 

7 
会津若松市地域自立支援協議会 

会長 
渡 部   淳 22 

会津若松市保健委員会 

会長 
中 丸 茂 由 

8 
会津若松市手をつなぐ親の会 

会長 
渡 部 香世子 23 

会津若松市立小中学校長協議会 

大戸小学校 校長 
二 瓶 悦 子 

9 
公益社団法人認知症の人と家族の会 

福島県支部会津地区会 代表 
阿久津 恵 子 24 

会津若松市父母と教師の会連合会 

会長 
齋 藤 敏 浩 

10 
会津若松市地域包括支援センター連絡会 

若松第 5包括支援センター 管理者 
田 中 真由美 25 

会津若松商工会議所 

総務部長 
山 崎 雄一郎 

11 
会津若松市保育所連合会 

副会長 
愛 澤 裕美子 26 

会津若松市商店街連合会 

会長 
羽 金 與 八 

12 
会津若松市幼児教育振興協会 

北会津こどもの村幼保園 園長 
最 上   学 27 

会津よつば農業協同組合 

あいづ西部営農経済センター長 
白 川 浩 二 

13 
一般社団法人福島県若年者支援センター 

執行役員統括責任者 
平 野 右 智 28 

福島県会津保健福祉事務所 

副所長兼総務企画部長 
本 田 邦 之 

14 
男女共同参画推進活動ネットワーク 

真珠の会 会計監査 
加 藤 宏 子 29 市民公募 角 田 康 雄 

15 
NPOLinks あいづ 

共同代表 
山 口   巴 30 市民公募 岡 野 文 江 


